
怒涛の３週間～シンガポールから合唱コンクールまで～ 

  

 

 
港区立高松中学校 学校だより<第６号> 

令和６年１０月２８日 校長 中山 幸子 

創立１９４９年（昭和２４年） 高松中学校は今年度で７５周年を迎えました。港区高輪１-１６-２５ 

  

 

 

 

 

 

ます。感動を呼び寄せる歌声を期

待しています。 

特別時程で、いつもと違ってクラ

ス内での意見の相違や、思うような

成果がでないときがあっても、当日

を晴れやかな気持ちで迎えられた

生徒の皆さんの成長に頼もしさと

感謝でいっぱいです。  

一人では困難でも、仲間がいることで乗り越えられた経験は大人になっても生かされます。生徒たち

を支える先生たちだけではなく、保護者、地域や関係機関の皆さんの力も借りて、当たり前と思われて

いる教育活動ができています。ありがとうございます。 

 

先月の下旬に３年生とシンガ

ポール修学旅行に行ってきまし

た。学校ブログでもご紹介してき

ましたが、日本を離れ、海外から

見た日本を感じられた５日間だ

ったと思います。生徒も教員も

初めて尽くしの海外での宿泊行

事でした。世界の中の日本、自

分の未来を考えた時間となった

ことでしょう。 

そして、ここから怒涛の行事が

スタートしました。２年生の職場

体験（裏面参照）、今月の区連

合体育大会での頑張りは、努力

は報われるとうれしく思いまし

た。大きな行事の合間には１年

生の美化ボランティアも実施さ

れました。１組の合同運動会もよ

い思い出となりました。 

１９日の合唱コンクールでは

素晴らしい歌声と太鼓の演奏に

聴き入りました。明日は３年生の

サントリーホールでの音楽交歓

会で、合唱のフィナーレを迎え 


